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学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて）  

「

一
歩
踏
み
出
す
生
徒
」
の
育
成
～
「
自
分
を
高
め
る
力
」
と
「
仲
間
と
関
わ
る
力
」
を
育
む
教
育
の
推
進
～ 

１「目標に向かって自らの道を自分らしく歩
むことができる生徒」を育てる  

B 

A 

①協働学習力を入れ、友に学

び合う場の充実に努めてき

た。【経営１～３】【問１～３】 

②定期的に部会を行い、部会

から示された事柄について

共通理解を図ることができ

た。【経営 24】 

③カリキュラム・マネジメン

トを意識して取り組むこと

ができた。【経営 44】 

A 

・自主的に行動

できる生徒が育

つように教育活

動ができている

と思う。ICT 機

器を効果的に活

用したい。 

・生徒たちが「学びたい」

と思えるような問題解決

的な単元を構想し、協働

的な学びをとおして、個

の力を伸ばしていけるよ

うな授業実践を行う。 

・ICT 機器を活用した授

業実践を積み重ねる。 

①問題解決的な生活と学習を通して「自己を
高める力」「仲間と関わる力」 を 伸ばす。 

②「目ざす生徒像」の実現に向け、４部会が
方針を示し、具体的なてだてを講じていく。 

A 

③カリキュラム・マネジメントを稼働させ、
すべての教育活動で取り組む。 

A 

２「あたたかく見守り、そっと背中を押す教
師」を育てる  

A 

A 

①②「一歩踏み出す生徒」の

姿をあたたかく見守り、次へ

の意欲が高まるように、生徒

主体の活動を支援できた。 

【問 24】【問 25】 

③公開授業や現職研修、OJT

をとおして、授業力や学級経

営力の向上を図ることがで

きた。 【経営 28】 

A 

・生徒が意欲を

もって活動でき

るよう、先生た

ちが見守ってい

ると思う。 

・「一歩踏み出す生徒」を

育てていけるよう、見守

り、必要な支援を行って

いく。 

・OJT を活用し、教職員

の力量向上を図る。 

①「信じて・任せて・見守る」スタンスで生

徒に寄り添い、生徒と向き合う。 

②「認めて・ほめて・伸ばす」ことを大切に、
生徒の「よさ」に着目して背中を押す。 

A 

③現研の活動や自主的な研修をとおして、「教

師力向上」と「感性磨き」を図る。 
A 

３生徒の育ちを見通した「魅力あふれる教育

活動」を展開する  
A 

A 

①互いの意見を尊重し合う

「お話タイム」を実施するこ

とで、安心感のある学級づく

りに努めた。【問 20】 

②行事において、かかわりを

大切にした生徒主体の活動

が展開できた。【問 14～16】 

③小中の情報交換を密にし

てきた。【経営 22・42】 

A 

・生徒が勉強以

外の部分でも学

び、育つ行事を

行うことができ

ていると思う。 

・お話タイムの活動を見

直し、継続して取り組ん

でいけるようにする。 

・小中一貫教育の計画を

見直し、可能なところか

ら９か年を見通した活動

をすすめていく。 

①お話タイムを取り入れ、生徒が安心を感じ
られる学級づくりに取り組む。 

②『南丸祭（体育・文化）』を柱に、生徒の手
による学級・学年・学校づくりに取り組む。 

A 

③「つなぐ」「いかす」視点で、「小中９か年」

を貫いた体制づくりをすすめていく。 
B 

４生徒と教師が「育つ組織 」・教職員にとっ
て「働きやすい環境」を整備する。 

 

B 

B 

①③4 部会により提案された

内容について、意見交換や共

通理解を図りながら実践を

進めてきた。 

【経営 26】【経営 25】 

③教育活動や業務内容を

PDCA サイクルで見直し、業

務の効率化を図った。昨年度

よりも在校時間が縮減され

た。【経営 31・43】 

A 

・教職員の働き

方改革と生徒の

育ちは相反する

部分もあると思

う。生徒が達成

感を失わない工

夫をしていける

とよい。 

・「一歩踏み出す生徒」を

育てるという目標を見失

うことなく、生徒の育ち

と教職員の働き方改革の

両立を目ざして、さまざ

まな活動について PDCA

サイクルで見直してい

く。 

①「島長会」「研究部会」「学年団」をはじめ
とする「チーム」で学校・学年運営にあた
る。 

②「報告、連絡、相談、確認」を徹底させ、
組織力と 対応力を高める。 

B 

③タイムマネジメントを意識し、「業務の効率

化」「組織の強化」「働き方改革」を図る。 B 

５家庭・地域や小学校との連携を深め「信頼
される学校づくり」を推進する 

 

B 

 

A 

①③小中が連携して行う挨

拶運動や学校公開日を実施

することができた。地域のか

たをエールームの講師とし

てお招きし、協働して教育活

動を展開することができた。 

【経営 42】【経営 20】 

②学年通信や学校新聞によ

り、生徒の活動の様子を発信

することができた。 

【経営 21】【問 27】 

A 

・地域と家庭の連

携はできている

と思う。お知らせ

等のプリントは、

メール配信して

もらえると、親の

手元に届くよう

になると思う。 

・小中連携活動や地域に

かかわる活動を継続・発

展していくことで、地域

の一員としての意識を今

後も育んでいく。取り組

みについて積極的に発信

していく。 

①連携委員会の具体的な てだてを通して、家
庭、関係機関との「つながり」を強化する。 

②学校や生徒の情報を積極的に発信するとと
もに、生徒による地域貢献活動を継続する。 A 

③南部校区３校（合同）学校公開日の設置、
「エールーム」の開放や校外活動、小との

あいさつ運動など、保護者や地域に開かれ
た学校を創る。 

A 

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


